
需給計画における平成27年度「教育・保育」需給状況について（H27.4.1現在）

（１）保育（２号、３号）における需給状況

　　①ニーズ量

２号（※） ３号 計 ２号（※） ３号 計

A B C=A+B D E F=D+E G=F-C

13,870 12,682 26,552 13,812 11,963 25,775 -777
※：学校教育利用希望が強い場合は含まない。

　　⇒需給計画上の値（潜在需要も含めたニーズ量の推計値）を上回る実績は発生していない。

　　②供給量

２号（※） ３号 計 ２号（※） ３号 計

a b c=a+b d e f=d+e g=f-c

14,011 12,141 26,152 13,693 11,843 25,536 -616
※：学校教育利用希望が強い場合は含まない。

　　⇒２号、３号とも供給量が需給計画上の値に達していない。

需給計画上の値 実績（申込者数）
差

需給計画上の値 実績
差

マイナスが
発生した要因

（H26年度中の
取組状況）

●保育所に適した物件が極めて少なかった結果
　整備が進まなかった。

●認可外保育施設の認可施設(事業)への移行が
　計画値を下回った。

対策状況

（H27年度の
　取組状況）

●平成27年度の補正予算において390名分の保育の
　受け皿を確保、当初予算分と併せて1,000人超の
　受け皿拡大を予定（保育所・認定こども園で約
　800人、小規模保育で約200人）している。

●保育所整備に当たって、募集要件を緩和すること
　（例：定員下限を60→40人に変更）等により整備
　事業者の確保促進を図った。

資料４ 



（２）教育（１号、及び２号のうち教育利用希望強い場合）における需給状況

　　①ニーズ量

１号 ２号（※1） 計 １号（※2） ２号（※3） 計

H I J=H+I K L M=K+L N=M-J

23,163 3,999 27,162 25,610 638 26,248 -914

　　⇒需給計画上の値（潜在需要も含めたニーズ量の推計値）を上回る実績は発生していない。

　　②供給量

１号 ２号（※1） 計 １号 ２号（※3） 計

ｈ i j=h+i k l m=k+l n=m-j

26,775 567 27,342 26,775 633 27,408 66

　　⇒需給計画上の値を上回る供給量を確保している。
※１：学校教育利用希望が強い場合のみ。

※２：平成２７年度学校基本調査（平成２７年５月１日時点）の数値に基づく。

※３：既存幼稚園から移行した幼保連携型認定こども園の数値。

需給計画上の値 実績
差

需給計画上の値 実績（申込者数）
差


